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昭和町広報 (2) 

昭和51年度一般会計予算

9億2058~

国保会計予算

l億 4920万円

予算総額は 1億 49 2 0 6千円で昨年より 9.9%

の伸びになります。国保会計の大部分をしめる療

養の支払額は、本年は、 1億 39 341千円で昨

年は 1億 2550 7千円で、 1千 3834千円 11 

%の増になりますが、これは医療費の基準引上げに

よるためのもので、その増K対する財源は国庫負担

金の増 8百 149千円と保険税の増を充当します。

保険税の総額は 5千 90 3 8千円で 1世帯平均 6

2 7 6 2円、昨年は 5千 1882千円で 1世帯当り

831 2円 16 %の増になります。

なお療養の国保での支払額の 1世帯当りの平均額

一般会計予算は苦しい財政事情ながら国の方針に

沿って景気浮揚に力を入れ、建設事業を主体に考え

今まで年度中途K補正計上したものも、予測出来る

ものは全部計上した総合予算と致しました。

また事業面K力を入れたため、需要費、旅費、一

般的補助金等経常的なものを昨年より節減致しまし

た。そのため一般の方々にも緊縮による影響が出ま

すが、みなさま方の御理解と 御協力をお願い致します。

総予算額は昨年当初予算より 2億 7，5 3 5万円

( 4 2 % )の増となります。この増加要因の主たる

ものは、中学校建設事業の増、 1億 31 5 0万円、

医大取付道路関係 7千 500万円、人件費 1千 98 

4万円、町単土木事業 1千 74 5万円等です。

なお才入才出予算の主なるものは、別表のとうり

です。 目的別歳入分析表

地方議与税
自動車取得
税交付金

他

は 14 O. 7 4 9円になります。

校舎窪設基金をとりく

づし中学校建設財源へ

充当

回

目認
さ
川
相
立

地万償
1 0 3. 6 0 0 1 1. 3 'ib 

中学鐙設 69.300 
住宅鐙設 10.800 
道路準備 14.000 
地万病溝渠 7，500 

都市計画 2，000/県支

出金 骨
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医
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手
道
建
建

1

人
育
室
大
宅
学

老
保
児
医
住
中

老人医療 1. 7 7 7 
保育所 5.1 7 8 

児童手当 1，5 2 5 
衛生f地万病繕渠含む)

2 3.5 8 6 

農林関係 3.2 7 4 

地方税

1 6 4. 7 0 1 1 7. 9 'ib 

町民税 67，5 0 0 

闘定資産税 7 4，5 0 1 

7こば乙消費税 12，0 0 0 

電気税 6.0 0 0 

そ の 他 4，7 0 0 

地方交付税

2 2 0.0 0 0 23.9 'ib 
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医大取付道路
7千5000千円

広 域消防
(2千61 08千円〉

峡中衛生センター

〈中巨摩広域事務組合〉
2千5251千円

昭和町広報

中学校建設

2億 19360千円

〈都 市計画〉
1千 6566千円

性質別歳出分析表

普通建設事業

4 2 6， 8 3 7 4 6. 4 'fo 

その他 1 3 0 2 

町単土木事業

5千0601千円

9億 2，058万円は

このように使われる

。中巨堅持
広域事務
組合はゴ E
処理、老人福
祉セ ンタ ー・ス

ポ-';J広場の建設
をします。

。峡中衛生組合はし尿処
理の組合

2 2，0 8 8 1. 6 'fo 



(4) 

水田総合利用対策とは・.• 

報広町和昭

一転作すると奨励金を-

月からはじまる水田総合利用対策で昭和 51年度か

ら昭和 53年度ま での 3ヶ年計画で進められ、対象

となる農家lとは奨励補助金が交付されます。

次の図表は対象となる作物とその奨励補助金など

の関係を示したものです。

国が昭和 45年度から行なってきた米の生産調整

および稲作転換対策事業(稲転〉が昭和 51年度を

もって終わりましたが、米の生産量は消費量を越え

ており生産量の少ない農作物(大豆・麦など)を作

り、それを産地化し ようという法律が昭和 51年 4

(転 作)の実施基準

対区 分象

奨励金の種類

対 象 作 物 名 奨励補助金の交付期間 基本領
備 考

(全国平均)町
集団転作加算

飼野大料豆作菜ゴ物、(((5本飼取1料品ナり用目〕穀〕類含u') ( 2 5品目 〕 昭 51 ~昭 5 3 
基50年本迄の6奨8円励X金40(3野k菜=〉27，404円

般

')ン 実日 ν、モ新麦モが、規不カキ

施設野菜Kついては設鼠後 5 加。 算遂 5 D 50円0 円x 1 0 a=5.000 円

奨
年聞か 53年まで ( 4 0千円) 大豆 10千円 7c計 9X403k36=.233，822円8円

転 ( 簡のもの〕 大豆以外

励
麦(そ麦』〔(ぎ大の実、取作小付り麦の6とよものりピ稲)作ル 裸可裁麦能と〉 なるもの)

3 7 7千円
果樹は 5.000円追加

47 48 49 50 5 1 52 5 3 

fF 

物 O O O 

組食 物農産
雑す豆類もも 、うめ、 くり

( ~ら千円)

中与 、穀乙んにゃく 昭 5 1 ~昭 5 3 5千円 O O O 

五忍
3 2 

f'F 
f乍 非農 花き ・花木・種菌(類芝

I植ま桑裁花で後(き昭、3年または昭 53年
物 食産

を含む) ( 3 0千円 ) 3千円
桑 49~53) 2 7 

糧物 1il'ぐコ 2 花木

経
経対(既転

過 過象 植裁後 5年又は昭 53年まで 昭 50年度
果 樹 - 茶 。

情
措置物イ乍Z) 昭 47年~昭 53年まで 奨励金と同じ

x × X 

置

土通年地抱改良工 昭 51 ~昭 5 3 
( 3 0千円) 。 O O O 

2 7 

水田総合利用

実
施
基
準
(
図
表
)
の
説
明
を
致

し
ま
す
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

物

ァ
、
飼
料
作
物
(
穀
類
を
含
む
)

指
定
品
種

(
二
十
五
品
目
)
は
次
の

種
類
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

青
刈
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ

・
青
刈
ソ

ル
ガ

ム
・
テ
オ
シ
ン
ト
・
青
刈
ラ
イ
ム
ギ

青
刈
エ

ン
バ
ク

・
青
刈
大
豆

・青
刈

水
稲

・
し
乙
く
び
え
・
オ
!
チ
ャ
ド

グ
ラ
ス
・
チ
モ
シ

l
・
イ
タ
リ
ア
ン

ラ
イ
グ
ラ
ス
・
卜
l
ル
フ
エ
ス
ク
・

パ
ヒ
ア
グ
ラ
ス
・

ス
ー
ダ
ン
グ
ラ
ス

・
ギ
ニ
ア
、
グ
ラ
ス

・
カ
ラ

l
ド
ギ
ニ

ア
、
グ
ラ
ス

・
ブ
ル

l
パ
ニ
ッ
ク
グ
ラ

ス
・
ア

ル
フ

ァ
ル
フ
ァ

・
ア
カ
ク
ロ

|
パ
・
シ
ロ
ク
ロ

|
パ

・
ラ
ジ
ノ
ク

ロ
l
パ

・ロ

l
ズ
唄
ク
ラ
ス

・
飼
料
用

カ
ブ
・
飼
料
用
ビ
ー
ト
・
子
実
用
エ

ン
麦
で
以
外
の
品
種
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

ィ
、
野
菜

指
定
品
種
(
五
十
一

品
目
)
は
次
の

種
類
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

き
ゅ
う
り
・
か
ぼ
ち
ゃ
・
す
い
か
・

ま
く
わ
う
り
・
メ
ロ
ン
・
し
ろ
う
り

な
す
・
と
ま
と
・
と
う
が
ら
し
・
ピ

ー
マ
ン
・
い
ち
と
・
オ
ク
ラ
・
キ
ャ

作励奨般特認作物

各
県
の
特
産
物
で
知
事
が
指
定
し
た

も
の
で
二
つ
に
分
け
て
あ
り
。

ァ、

食
糧
農
産
物

す
も
も
、
う
め
、
く
り
の
果
樹
と
豆

類
、
雑
穀
類
と
す
る
。

ィ
、
非
食
糧
農
産
物

花
き
・
花
木
・
種
苗
類
(
芝
を
含
む
)

奨励金 の 種類

摘
要
に
記
入
し
て
あ
り
ま
す
が
今

迄
は
野
菜
で
三
六
、
二

三
二
円
で
五

十
一
年
度
か
ら
は

一
般
奨
励
作
物
と

し
て
全
国
平
均
で
四
万
円
昭
和
町
の

収
量
に
な
お
す
と
三
万
七
千
円
と
な

り
、
特
認
作
物
の
内
食
糧
農
産
物
全

国
平
均
三
万
五
千
円
、
町
三
万
二
千

円
、
非
食
糧
農
産
物
全
国
平
均
三
万

転
作
は
二
通
り
あ
り
。

ベ
ツ
・
カ
リ
フ
ラ
ワ
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
-
こ
も
ち
か
ん
ら
ん
・
は
く
さ
い

つ
け
菜
類
・
ほ
う
れ
ん
そ
う
・
レ
タ

ス
・
セ
ル
リ
l
・
パ
セ
リ
・
ア

ス
パ

ラ
ガ
ス
・
し
ゅ
ん
ぎ
く
・
み
つ
ば
・

せ
り
・

ふ
き
か
ぶ

・
に
ん
じ
ん
・

ご

ぼ
う
・
さ
と
い
も
・
や
ま
の
い
も
・

し
よ
う
が
・
く
わ
い
・
れ
ん
乙
ん
・

車一月ざ
や
え
ん
ど
う

・
青
ざ
や
い
ん
げ

ん
・
え
だ
ま
め
・
未
成
期
そ
ら
ま
め

未
成
黙
と
う
も
ろ
こ
し
・
し
そ
・
ね

ぎ
、
た
ま
ね
ぎ
・
に
ん
に
く

・
に
ら

ら
っ
き
ょ
う

・
食
用
菊
・

み
ょ
う
が

だ
い
こ
ん
・

食
用
か
ん
し
ょ
・

食
用

ば
れ
い
し
ょ
で
ハ
ウ
ス
野
菜
は
施
設

設
置
後
五
年
間
か
昭
和
五
十
三
年
ま

で
の
も
の
に
限
る
。

ゥ
、
大
豆
(
笑
取
り
)

ェ
、
果
樹

リ
ン
ゴ
・

日
本
ナ
シ

・
モ
モ
・
カ
キ

で
新
規
植
裁
の
も
の
で
ブ
ド
ー
は
該

当
し
ま
せ
ん
。

ォ、

麦

当
町
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

桑
(
植
裁
後
三
年
又
は
五
十
三
年
度

ま
で
)
タ
バ
コ

ゥ
、
経
過
措
置

1
2
K
の
べ
た
以
外
の
品
種
の
果
樹

及
茶
で
あ
っ
て
植
裁
後
五
年
を
限
度

と
し
た
年
数
で
昭
和
五
十
三
年
度
ま

で
に
該
当
す
る
も
の
。

円
、
町
二
万
七
千
円
、

経
過
措
置
は

三
万
七
千
円
と
な
り
ま
す
。

以
上
で
す
が
該
当
し
な
い
地
番
は
後

日
役
場
か
ら
通
知
を
致
し
ま
す
が
申

告
の
際
は
除
外
し
て
下
さ
い
。
伝
お

不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
た
な
ら
ば
役

場
振
興
諜
迄
御
連
絡
下
さ
い
。



報広町和昭(5) 

国母工業団地(紙漉阿原)

企業の入居待つ国目、釜無両工業団地

釜無工業団地(築地新居)

や
普
守
強
様
相
ザ

4月 1日は例年のとおり小・中学校

の入学式が押原小学校体育館で行なわ

小学校 1年生に

129名が

ぬ
品
品
品
品
や

カメラ

ルポ
れました。

今年小学校 1年生になられた児童は

9名となり昨年より 12名増と年々入

全体で 12 9名で男子 70名、女子 5

四
月
一
日

押
小
体
育

館
で

・・•• 

河東中島附近で

学生が増えてきています。

昭和バイパス

中心杭打始まる
五
十
一
年
度

社
会
体
育
始
ま
る

四
月
十
一
日
(
日
)
押
原
小
学
校

々
庭
で
第
七
回
、
部
落
別
三
十
五
才

以
上
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
本
年
の
社
会
体
育
行

事
初
の
大
会
で
、
全
部
落
が
参
加

し
、
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し

た。

(
結
果
)

男
子
三
十
五
才
以
上
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会優

勝
・
押
越
準
優
勝
・
飯
喰

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
・
西
条
二
区
準
優
勝
・

押

越

三

位

・

河

西
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体育施設

放

のしおり

開

報

い
よ
い
よ
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
に

入
り
、
町
の
名
体
育
部
で
も
活
発
な

活
動
時
に
入
り
ま
し
た
。

町
で
も
こ
の
シ
ー
ズ
ン
中
箆
円
施

設
の
開
放
を
し
て
い
ま
す
が
、
利
用

者
が
多
く
、
特
に
夜
間
照
明
は
毎
年

利
用
者
が
殺
到
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
教
育
委
員
会
で
は
次
の
よ

う
な
利
用
要
項
を
作
り
、
一
般
使
用

者
が
誰
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
開
放

の
し
お
り
を
つ
く
り
ま
し
た
。

o

利
用
で
き
る
施
設

小
学
校
校
庭
(
夜
間
照
明
)

中
学
校
校
庭

小
学
校
体
育
館

。
利
用
で
き
る
時
間

休
日
、
夜
間
等
で
、
学
校
教

育
に
支
障
の
な
い
時
聞
に
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

。
利
用
で
き
る
入

学
校
体
育
施
設
の
利
用
は
、

原
則
と
し
て
、
昭
和
町
住
民
に

広町和昭

限
る
。

。
利
用
の
申
し
込
み

毎
月
十
日
よ
り
二
十
日
ま
で

の
聞
に
、
中
央
公
民
館
に
お
い

て
翌
月
の
利
用
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。

希
望
者
が
重
複
す
る
場
合
は
、
調

整
し
て
、
後
日
通
知
い
た
し
ま
す
。

料金
3 0灯 1時間 600円

2 0 灯 400円
1O灯 11 2 0 0円

体育館時間 100円

。学校の都合や雨天で使用できなかった場合は翌月に貸出します。
。 間合わせ先

昭和町中央公民館内昭和町教育委員会

。経費

使用料は、昭和町使用料徴収条例により前納してください。

使用~
施設

夜間照明

使
用
上
の
注
意

3 7 3 7番)

ラ
イ
ン
引
き
等
事
前
の
準
備
は

利
用
団
体
が
行
っ
て
く
だ
さ
い

0

2

時
間
を
厳
守
し
、
後
か
た
づ
け

や
清
掃
を
行
う
と
と
も
花
、
ジ
ュ

ー
ス
か
ん
、
ぴ
ん
類
等
は
持
ち
帰

っ
て
く
だ
さ
い
。

ー
火
気
に
は
注
意
し
、
喫
煙
は
所

定
の
場
所
で
行
っ
て
く
だ
さ
い

0

4

利
用
す
る
施
設
以
外
は
立
ち
入

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

広

見

営
主
台
が
い
る
と
き
は
、
利
用

団
体
の
責
任
者
は
、
そ
の
責
涯
を

負
っ
て
く
だ
さ
い
。

6

体
育
館
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は

専
用
の
上
履
を
利
用
し
て
く
だ
さ

1

施
設
、
設
鍾
芝
破
損
し
た
場

合
は
、
教
育
委
員
会
に
撃
口
の
う

え
、
原
形
に
復
す
る
か
、
又
は
、

賠
償
し
て
も
ら
い
ま
す
。

&
利
用
時
に
お
け
る
傷
害
や
疾
病

に
つ
い
て
は
、
そ
の
利
用
団
体
の

責
任
に
お
い
て
適
切
伝
処
置
を
と

っ
て
下
さ
い
。

虫
学
校
の
都
合
や
天
候
の
状
況
等

に
よ
り
、
利
用
の
中
止
を
す
る
乙

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合

同
教
育
委
員
会
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

ω
利
用
団
体
が
、
規
則
や
申
請
内

容
に
反
し
て
利
用
し
て
い
る
場
合

昭和(TEL 

は
、
利
用
を
中
止
し
ま
す
。
さ
ら

に
申
請
も
取
消
し
を
行
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

日
校
内
で
の
飲
酒
及
び
酒
気
を
帯

び
て
の
利
用
は
禁
止
し
ま
す
。

ロ
自
転
車
や
自
動
車
は
所
定
の
場

所
へ
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。

日
利
用
者
の
用
具
は
、
持
ち
帰
っ

て
く
だ
さ
い
。

M

利
用
団
体
の
責
任
者
は
、
利
用

リ

ワ

お

ヴ

h

o
弓
つ
ろ
功
、
H

を
終
え
た
と
き
は
、
利
用
し
た
施

設
、
設
備
等
の
点
検
を
し
て
く
だ

さ
い
。

日
危
険
物
の
持
ち
込
み
は
し
な
い

で
く
だ
さ
い
o

M
騒
音
若
し
く
は
大
声
等
を
発
し

又
は
、
暴
力
を
用
い
る
等
、
他
の

利
用
者
K
迷
惑
を
及
ぼ
す
行
為
は

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

H
H

戸
籍
の
謄
・
抄
本
は
一
通
二
の

O
円
に
グ

郵
便
に
よ
る
請
求
は
定
額
小
為
替
で

こ
の
ほ
ど
、
戸
籍
手
数
料
が
改
正

さ
れ
、
五
月

一
日
か
ら
戸
籍
の
噴

抄
本
の
手
数
料
は
、
男
打
の
一
枚
七

O
円
か
ら
、
枚
数
花
関
係
な
く
、
一

通
に
つ
き
二

O
O円
に
な
り
ま
し
た
。

改
訂
さ
れ
る
手
数
料
の
お
も
な
も

の
は
次
の
と
う
り
で
す
。

な
お
戸
籍
の
謄
、
抄
本
等
を
郵
便

で
請
求
さ
れ
る
と
き
は
、
必
ず
現
金

書
留
か
、
郵
便
局
の
定
額
小
益
菅
で

手
数
料
を
納
め
て
下
さ
い
。
特
に
定

額
小
益
替
は
一

O
O円
単
位
の
送
金

に
便
利
で
、
千
円
以
下
の
送
金
の
場

合
料
金
は
わ
ず
か
十
円
で
す
か
ら
、

手
軽
K
利
用
で
き
ま
す
。

・
ま
た
郵
便
切
手
で
手
数
料
を
納
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

毒書証事項証明言事の事項明証量載記の本抄霊謄の・本抄長の謄・

区

分

ii 一 一一
言語一一一一一 一

円OO 通OO円件-OO円-件OO 円通OO 円通

届 除 戸 事理書室証明用婚種の姻長
書籍籍 区

類簿簿

ののの

関閲閲 分
覧覧覧

一重二一一一八一
omo戸-;:::::TO戸-円O O 
O 円件O円籍O円籍通



報広町和昭(7) 

短

歌

教

室

作

c 
ロロ

す
枯
れ
た
る
茄
子
の
畑
に
雀
む
れ

空
雪
も
よ
い
の
ま
ま
暮
れ
て
ゆ
く

草
取
れ
ば
冬
眠
蛙
こ
ろ
と
出
で

春
陽
を
受
け
て
動
き
始
め
ぬ

押
越

人
逝
き
し
う
づ
き
を
も
ち
て
連
休
を

子
と
つ
れ
だ
あ
て
列
車
K
乗
り
ぬ

隣
り
家
の
釘
打
つ
音
が
雪
止
み
て

暗
み
つ
き
た
る
庭
に
ひ
び
け
り

人
形
を

得抱
意い
げて
な入
目り
の来
部る
屋 幼
をな
見子
廻の
わ築
す地

西
条
一
区
深
川

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
乗
り
降
り
器
用
に
な
り
し
頃

一
夜
の
旅
は
お
わ
り
に
近
し

老
ひ
父
の
病
気
案
じ
つ
離
れ
住
む

姉
の
電
話
は
今
宵
も
長
し

清
水

旅
立
ち
を
た
め
ら
い
せ
し
か
こ
の
寒
さ

彼
岸
過
ぐ
る
に
燕
来
た
ら
ず

餌
を
ま
け
ば
鯉
の
動
き
の
活
発
に

日
毎
に
ぬ
る
む
水
の
流
れ
に

同
西

夫
い
ね
し
あ
と
の
一
人
居
毛
糸
編
む

母
の
肩
掛
け
い
く
夜
重
ね
て

押
越

築
地

押
越

中
島区

中
村

E 

内
藤
ふ
く
次

深
沢

有
賀

河
野

美
子

和
子

河
澄

桑
原

井
口
た
け
し

佐
野

静
香

一
江

藤
子

丑
寅枝

、 v~~~~vvVVVVVVVvVVVVVVVVVVVVVVVVV1比比ふι区""""-- ""'-vvvvV Vvv V 、~V VVVV~VVVVVVVV正ふιふ~ιふ4民主品心心心Jvvvv vvvvvvvvvvvvvvvvvv"  

大
雨
や

集
中
豪
雨
に
備
え
て

雨
は
自
然
の
「
恵
み

」
大
地
を
潤

お
し
て
く
れ
ま
す
が
、
降
雨
量
に
よ

っ
て
は
、
逆
に
大
き
な
被
害
を
だ
し

ま
す
。乙

の
被
害
を
な
く
す
た
め
に
次
の

乙
と
に
つ
い
て
不
断
か
ら
心
掛
け
、

対
策
を
た
て
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

-
小
川
や
側
溝
の
は
ん
濫
は
ゴ
ミ

(
空
缶
、
ビ
ニ
ー
ル
等
)
の
た
め

K
お
こ
る
の
が
大
部
分
で
す
。
隣

同
志
協
力
し
て
町
内
の
小
川
や
側

、

溝
の
清
掃
を
行
な
っ
て
水
の
流
れ

を
よ
く
し
て
お
く
。

2

大
雨
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、

家
の
周
囲
の
排
水
を
よ
く
し
て
お

く
と
と
も
に
低
地
で
危
険
な
箇
所

は
土
盛
り
な
ど
を
し
て
浸
水
を
防

ノ¥。

雨

と
乙
ろ
に
、
ド
ラ
ム
か
ん
一
本
半
分

も
の
水
を
ぶ
ち
ま
け
た
と
同
じ
量
に

な
る
。

。
総
雨
量
、
一
定
期
聞
に
降
り
続
い

た
雨
の
総
量
可

。
日
雨
量
、
一
日
K
ど
れ
だ
け
降
っ

た
か
を
み
る

0

0
一
時
間
雨
量
「
集
中
豪
雨
の
強
さ

を
測
る
の
に
か
か
せ
な
い
。

量

雨
の
量
は
ミ
リ
で
表
わ
さ
れ
る
。

一
ミ
リ
の
雨
と
い
う
の
は
、
一
平
方

メ
ー
ト
ル
あ
た
り
一
リ
ッ
ト
ル
の
雨

水
で
、
畳
二
畳
の
面
積
に
一
・
八
リ

ッ
ト
ル
び
ん
二
本
分
の
雨
が
降
っ
た

の
に
相
当
し
ま
す
。

雨
量
一

0
0
ミ
リ
は
、
畳
二
畳
の

一 一
O O O 五 一
ζ 

量富雨O O O 
以 ミ ミ ミ

上

ればけ リ パケ 品書
とならfの激し ひをツ

し、o 面yTlk E こ
雨

ずれ由ま 2 まち
言ま の

のきと で 降

紅型は 事よピ
長ふ り

方

るU 小河1[1 
入なら タッ できは

'
n
n
n
H
H
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p
g
S
F
8
H
H
S
H
E
'
s
g
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8
8
8
8
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n
g
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S
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S
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'

 

H

け
だ
し
て
い
ま
し
ょ
う
が
、
ゆ
す
ぎ
し
て
い
る
人
は
、
そ
と
に
出
て

g

m

w

-

h

、

S

件

む

終

っ

て

脱

水

機

に

か

け

る

わ

ず

か

の

み

る

と

か

、

屋

外

で

労

働

し

て

川

口

時

間

で

も

、

そ

ば

に

突

っ

立

っ

て

待

い

る

人

な

ら

室

内

に

は

い

っ

て

川

口
家
庭
の
主
婦
は
、
休
む
と
い
っ
て
い
る
気
分
的
な
時
間
の
長
さ
は
寝
こ
ろ
が
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
川

口
う
こ
と
が
へ
た
の
よ
う
で
す
。
足
の
だ
る
さ
を
思
い
出
さ
せ
ま
す
。
ぅ
。
目
を
酷
使
し
て
い
る
人
は
げ

け
と
主
人
が
お
勤
め
に
出
た
あ
と
こ
う
い
う
と
き
、
そ
ば
に
小
さ
な
目
を
閉
じ
た
り
、
ぼ
ん
や
り
遠

1

1

お
子
さ
ん
を
学
校
へ
送
り
出
し
イ
ス
を
お
い
て
、
そ
の
わ
ず
か
な
時
く
を
見
る
よ
う
に
す
る
と
か
、
山

口
た
あ
と
、
ぼ
ん
や
り
し
て
い
て
間
で
も
腰
を
か
け
る
よ
う
托
す
れ
ば
ひ
と
り
で
コ
ツ
コ
ツ
仕
事
を
し
川

口
は
申
し
わ
け
な
い
・
:
と
い
う
気
案
外
、
気
分
は
ら
く
に
な
り
ま
す
。
て
い
る
人
な
ら
、
大
ぜ
い
集
ま
り

川
持
ち
が
先
立
っ
て
、
せ
ん
た
く
休
む
と
い
う
こ
と
は
、
か
ら
だ
を
っ
て
い
る
中
に
は
い
っ
て
み
ん

M

M

機
を
回
し
て
い
る
時
間
も
お
し
横
に
し
て
何
も
し
な
い
で
い
る
乙
と
な
で
お
し
ゃ
べ
均
す
る
こ
と
も
気
け

り
ん
で
何
か
ほ
か
の
仕
事
を
見
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
屋
内
で
仕
事
を
分
的
な
休
み
に
な
る
よ
う
で
す
o

j

8
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(8) 報広町和

青
少
年
育
成

推
進
員
決
ま
る

(
任
期
日
・
4
・
1
J
臼・

3-a

部

'

落

氏

名

経

験

年

数

西
条
一
区
名
取
保
義
一

O
年

西
条
二

区

仲

沢

潔

四

年

清
水
新

居

深

沢

完

興

四

年

西

条

新

田

塩

田

光

昭

新

任

押

越

花

形

武

彦

新

任

河

東

中

島

篠

原

永

樹

新

任

紙

漉

阿

原

福

井

尊

正

新

任

築

地

新

居

松

木

邦

明

新

任

飯

喰

磯

部

勝

重

新

任

問

西

清

水

行

広

三

年

上

河

東

金

丸

英

一

八

年
(
敬
称
略
)

「
山
梨
労
働
基
準
局

よ
り
お
知
ら
せ
」

五
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
一
日
は

家
内
労
働
旬
間
で
す
。

五
月
二
十

一
日
か
ら
三
十
一
日
ま

で
家
内
労
働
旬
闘
が
実
施
さ
れ
ま
す

「
家
内
労
働
法
」
と
い
う
法
律
が
あ

り
、
内
職
者
な
ど
の
工
賃
K
つ
い
て

の
保
護
、
安
全
、
衛
生
及
ぴ
就
業
時

間
な
ど
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま
す

ま
た
、
仕
事
に
つ
い
て
の
物
品
の
受

渡
し
な
ど
広
は
家
内
労
働
手
帳
が
必

要
で
す
。

相
談
し
た
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
な
ら
、
気
軽
に
最
寄

り
の
労
働
基
準
監
督
署
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

昭

社教議長に田中氏(築地)が

昭和町教育委員会では、 3月 31日付けを

もって任期満了となった社会教育委員を新た

に 4月 1日付けで委嘱し、乙のたび町中央公

民館において委嘱式を行なった。

新しい委員は次のとおりです。

議長 田中良 夫
副議長 小宮山 酔
委員 三神道雄・一瀬金造・河田正雄・

輿石俊雄.i'PJ田好子・萩原秋夫・
飯島勝子・笹本照男・塚原省三・
三神哲郎・篠原利夫・野沢善久・
磯部秋雄・油川行広・保坂 篤

(敬称略〉

年月日 医院名 所在地 電話番号

， 5. 16 保坂医院
竜王町 055276 

富竹新田 -2619 

n 5. 23 木之瀬医院
田富町 055273 

布施 -2216 

昭和町
F 6. 6 森 川 医院

055275 

河東中島 -2070 

， 6. 13 斉藤医院
竜王町 055276 

竜王 -2010 

8 6. 20 田中 医 院
田富町 055273 

東花輪 -2502 

中巨摩地区休日緊急医
(内科・小児科)

5月19日
〈水〉

6月 2日
〈水〉

中身ム民館

中央公民館

5月15日
〈土〉

6月 1日
〈火〉

心配こ‘と相談

行政相談

とき

場所

場所

とき
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